
これまでの測定値は、概ね平常の変動幅の範囲内であっ

た。平常の変動幅を外れた測定値は、大気中に滞留するラ

ドン子孫核種のビスマス-214（Bi-214）や鉛-214（Pb-214）

が降雨により沈着した結果、空間放射線量率を上昇させた

ものと推定され、原子力発電所からの影響によるものは認

められなかった。

５ 核種分析調査

UPZ 圏内に含まれる糸島市の二丈地区と志摩地区にお

ける環境試料の採取地点を図1に示す。環境試料の種類は

表１に示す 13 種類であり、年に 1～2 回採取している。

環境試料中の放射性物質濃度は、ゲルマニウム半導体

検出器や液体シンチレーションカウンタを用いて測定す

る。対象核種は、人工放射性核種 9 核種：マンガン-54

（Mn-54）、鉄-59（Fe-59）、コバルト-60（Co-60）、亜鉛

-65（Zn-65）、ジルコニウム-95（Zr-95）、ヨウ素-131

（I-131）、セシウム-134（Cs-134）、セシウム-137（Cs-137）、

セリウム-144（Ce-144）であり、陸水（水道水・河川水）

と海水についてはトリチウム（H-3）も測定している。

図 環境試料の採取地点

これまでの調査では、1980 年以前に実施された大気圏内

核爆発実験等に起因すると考えられる Cs-137 が微量検出

されたが、原子力施設からの影響は確認されていない。

2017 年からは、モニタリングポストでカバーできない広

域の空間放射線量を測定する目的で、環境放射線モニタリ

ングカーによる UPZ 圏内の主要道路の走行モニタリング

を実施している（基幹ルート及び詳細ルート）。空間放射

線量の測定値はテレメータシステムからリアルタイムで

各監視端末に送信されている。

６ おわりに

現在、玄海原子力発電所 3・4 号機（出力は共に 118 万

キロワット）2 基が、東日本大震災後に策定された新規制

基準のもとで稼働している。

福岡県は玄海原子力発電所の東方に位置し、福岡市及

び北九州市の 2 メガタウンを有している。原子力災害時、

気象状況によっては甚大な被害を受けるおそれがあるた

め、今後も監視体制のさらなる充実を図りつつ、監視強化

に努めていく必要がある。

記号 記号名 採取場所 記号 記号名 採取場所

大気浮遊じん 二丈吉井、志摩御床 牛乳 二丈吉井

河川水 二丈福井、志摩貝塚 精米 二丈福井

水道水 二丈吉井、志摩御床 大根、ほうれん草 二丈福井、志摩津和崎

土壌 二丈吉井、志摩御床 アイゴ（バリ） 福吉漁港沖、姫島漁港沖

松葉 二丈吉井、志摩松原 ムラサキイガイ 福吉漁港、船越漁港

海水 福吉漁港沖、船越漁港沖 ホンダワラ類 福吉漁港沖、芥屋漁港沖

海底土 福吉漁港沖、船越漁港沖

表　１　環境試料の種類
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１ 概   況

（１）沿革

昭和 23 年

昭和 24 年

昭和 34 年

昭和 44 年

昭和 46 年

昭和 48 年 9 月

昭和 48 年 9 月

昭和 51 年 2 月

昭和 62 年 1 月

平成 2 年 3 月

平成 2 年 9 月

平成 4 年 4 月

平成 4 年 6 月

平成 5 年 10 月

平成 6 年 3 月

平成 12 年 2 月

平成 12 年 3 月

平成 13 年 4 月

平成 15 年 2 月

平成 18 年 6 月

平成 18 年 7 月

平成 20 年 4 月

平成 20 年 11 月

平成 22 年 3 月

平成 23 年 4 月

平成 28 年 3 月

平成 28 年 10 月

地方衛生研究所設置要綱通達

福岡県衛生研究所設置条例により、福岡県衛生研究所が発足

開所 10 周年記念式典を開催

公害業務の急増により、公害関係職員を増員

衛生公害センター建設の基本構想を策定

太宰府市向佐野 39 に庁舎を新築移転

衛生公害型研究機関として福岡県衛生公害センターが発足

第 1 回九州衛生公害技術協議会を本所で開催

衛生公害センターニュースを発刊

高度安全実験施設を設置

第 42 回保健文化賞を受賞

保健環境研究所に改称、組織を 3 部 12 課に改編

第 19 回環境賞（優良賞）を受賞

第 44 回地方衛生研究所全国協議会総会を開催

第 1 回保健環境研究所研究成果発表会を福岡市で開催

開所 50 周年記念式典を開催

環境マネジメントシステム（ISO14001）認証取得

循環型社会実現など新たな課題解決のため、組織を 3 部 11 課に改編

第 1 回福岡県保健環境関係試験研究外部評価委員会を開催

文部科学省より研究機関の指定を受ける

公立大学法人福岡女子大学と「包括的連携協力に関する協定」を締結

管理部研究企画課と情報管理課を統合し、企画情報管理課とし、組織を 3 部 10 課に改編

第 59 回地方衛生研究所全国協議会総会を開催

第１回疫学研究倫理審査委員会を開催

福岡県感染症情報センター及び福岡県がん登録室を設置

電気自動車の配備（電気自動車活用事例創発事業）

第 42 回九州衛生環境技術協議会を福岡市で開催
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（２）組織機構と業務内容

総 務 課 ・庶務、財務会計に関すること。

企画情報管理課 ・保健環境研究所における試験検査、分析測定及び調査研究等の総合企画、

調整及び連絡に関すること。

・保健衛生及び環境保全に係る試験研究の成果の管理に関すること。

・保健衛生及び環境保全に係る研修等に関すること。

・がん登録に係る業務及び各種疾病、環境汚染等による不健康要因の人体に

管 理 部 及ぼす影響についての疫学的調査研究に関すること。

・テレメーターによる大気汚染の測定、解析及び調査研究に関すること。

・その他の保健衛生及び環境保全に関する情報の解析及び調査研究に関する

こと。

計 測 技 術 課 ・高度精密分析機器による試験及び調査研究に関すること。

・化学物質の試験及び調査研究に関する事務のうち、他部に属さないこと。

病 理 細 菌 課 ・細菌性疾患及び病原細菌の細菌学的及び血清学的検査及び調査研究に関す

ること。

・食品、水及び環境の細菌学的検査及び調査研究に関すること。

・消毒薬、殺菌剤及び細菌製剤等の効力試験、無菌試験及び病理毒性試験に

所長 副所長 保健科学部 関すること。

ウ イ ル ス 課 ・リケッチア性及びウイルス性疾患並びに病原ウイルスのウイルス学的及び

血清学的検査及び調査研究に関すること。

・人畜共通感染症のウイルス学的検査及び調査研究に関すること。

生 活 化 学 課 ・食品、医薬品、衛生材料及び生体試料等の理化学的試験及び調査研究に関

すること。

大 気 課 ・大気汚染及び悪臭の分析測定及び調査研究に関すること。

・放射能による食品及び環境の汚染の調査研究に関すること。

・騒音振動の分析測定及び調査研究に関すること。

水 質 課 ・工場排水及び公共用水等の水質基準に係る試験、分析測定及び調査研究に

関すること。

・上水、井水、下水、し尿浄化槽排水及び清掃処理施設排水等の水質試験及

び調査研究に関すること。

環境科学部 ・地下水及び土壌の汚染等に係る試験、分析測定及び調査研究に関するこ

と。

・温泉試験に関すること。

廃 棄 物 課 ・廃棄物の試験、分析及び処理方法等の調査研究に関すること。

環 境 生 物 課 ・衛生動物の同定、生態、分布及び駆除の調査研究に関すること。

・環境汚染の動植物に及ぼす影響及び環境指標動植物の調査研究に関するこ

と。

・自然保護に係る動植物の分布及び生態の調査研究に関すること。

感染症情報センター ・感染症発生動向、病原体情報の調査及び情報発信に関すること。
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